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1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
大妻女子大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 ＤＶ被害者支援と民間シェルターにおける米・加・日の比較研究

7. 研究代表者

研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
オガワ　マリコ

小川　真理子
特別研究員(PD)

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

本研究は、DV防止取組先進国であるアメリカやカナダ等の民間シェルターの実践を参照しながら、複雑化、多様化するDV被害と支援の
実態を明らかにし日本の民間シェルターとの比較検討を通して、効果的なDV被害者支援について検討することを目的としている。
本年度は、研究計画に即して、アメリカ、カナダ、イギリス等の先行研究の検討、ならびに、DV被害者支援と民間シェルターの研究に
関する資料・データ収集を行なった。民間シェルターの研究動向では、DV被害者支援および民間シェルターを社会科学的な視点から取
り上げている研究は数少ない。そこで、先駆的にDV被害者支援に取り組み、研究蓄積があるアメリカ、カナダ、イギリス等の研究につ
いて文献調査を行なった。全体的な研究動向としては、地域におけるmulti-agency approach(包括的なDV被害者支援）の取り組みや民
間シェルターの運営上の問題と支援の質のジレンマ、また、複雑化するDVや多様なバックグラウンドを持つ民間シェルター利用者への
支援等について分析されている。
また、先行研究からは、アメリカ・カナダとイギリスのDV被害者支援にかかわる国・自治体の対応や民間シェルターの取り組みにおい
て相違がみられた。各国の取り組みは、民間主導型と行政主導型に類型化されるが、実態調査を通して考察を深め、日本への応用可能
性を探る。
日本の調査では、民間シェルター、3つの自治体（A県、B県、C市）および4つの関係諸機関（婦人相談所、婦人相談員、児童相談所等
）に聞き取り調査を行った。自治体における支援格差や都道府県と市町村において連携がスムーズに行なわれていない状況等が看取さ
れた。

    （１／５）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

本年度は、海外文献調査の実施、国際学会での発表における海外研究動向の把握、国内調査および国内学会発表の実施、ならびに、調
査結果の一部をまとめた論文（査読つき）が学会誌・ジャーナルに掲載予定であることなどから概ね順調に進んでいると考えられる。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)イギリスカナダ

ドメスティック・バイオレ
ンス（ＤＶ）

民間シェルター 女性支援 アメリカ

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策

今後の研究推進策については研究計画に基づいて予定通り進めていく予定である。
次年度は、今年度に収集した資料・データの検討および6月の国際学会の準備をしつつ、海外での関連資料の収集、関係機関への聞き
取り調査を実施する予定である。

（今後の推進方策）

    （２／５）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
（課題番号： 16J11798 ）
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13.研究発表（平成２８年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計（０）件／うち査読付論文　計（０）件／うち国際共著論文　計（０）件／うちオープンアクセス　計（０）件

〔学会発表〕　計（４）件／うち招待講演　計（０）件／うち国際学会　計（１）件

第36回日本家政学会家族関係学セミナ-

国際シンポジウム「女性、宗教、暴力：国際的視点からの再
考」（国際学会）

災害時におけるDV被害女性への支援―行政・民間の取り組みと役割

日本におけるDVの加害者と被害者

発表年月日

発表年月日

2016年10月08日～
2016年10月09日

2016年10月19日～
2016年10月19日

発　表　場　所

発　表　場　所

尚絅学院大学

お茶の水女子大学

学　会　等　名

学　会　等　名

発　表　者　名

発　表　者　名

小川　真理子

小川　真理子

オープンアクセス

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

論　　文　　標　　題著　者　名

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

雑　　誌　　名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁 国際共著

（課題番号： 16J11798 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／5）
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〔図書〕　計（０）件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（０）件

産業財産権の名称 発明者 国内・外国の別出願年月日産業財産権の種類、番号権利者

出　版　社著　者　名

書　　名 発行年 総ページ数

学　会　等　名

第12回「平塚らいてう賞」 贈賞式

国際ジェンダー学会「開発とジェンダー」分科会、2016年度
第１回定例大会

DV被害者支援と民間シェルターに関する国際比較研究

東日本大震災とDV被害女性への支援－宮城県A市における行政と民間の取り組み－

立教大学

発表年月日

発表年月日

2016年11月26日～
2016年11月26日

2016年12月17日～
2016年12月17日

小川　真理子

発　表　場　所

発　表　場　所

日本女子大学

発　　表　　標　　題

発　表　者　名

発　表　者　名

小川　真理子

学　会　等　名

発　　表　　標　　題

（課題番号： 16J11798 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／5）
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〔取得〕　計（０）件

15.科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計（０）件

16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究：－

17.備考

国際研究集会名 開催年月日 開催場所

国内・外国の別

出願年月日

取得年月日産業財産権の種類、番号産業財産権の名称 権利者発明者

（課題番号： 16J11798 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （5／5）


